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世界のブラン  スイデン〉製品をお買上げ

いただきまして、ありがとうございました。 

ご使用の前に、この説明書を最後までお読みのうえ

正しくお使いください。お読みになったあとは、お使い

になる方がいつでも見られる所に必ず保管してご活

用ください。ご使用中にわからないことや、不具合が

生じたときは、必ず本説明書をお読みください。 

＊ アフターサービスのお申し込みについて １５  
 電源不要 歩行手押し式 

ド〈     

 

 



－  － １

１ 安全のために必ずお守りください 
 

ご使用の前に、この『安全のために必ずお守りください』をよく読み内容を理解してから正しくお使いください。 

ここに示した注意事項は、製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するため

のものです。 

また、注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の度合いを明らかにするために、誤った取扱いをすると生じること

が想定される内容を、警告・注意の２つに区分しています。 

しかし、注意の欄に記載した内容でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので必ずお守りください。 

警告：取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性があります。 

注意：取扱いを誤った場合、傷害を負う可能性、物的損害が発生する可能性があります。 

 注記：警告・注意以外の情報を示します。 

 △記号は、警告・注意を促す内容があることを告げるものです。 図の中に具体的な注意事項が描かれているものもあります。（左図は高温注意） 

 記号は、禁止の行為であることを告げるものです。 図の中や近くに具体的な禁止事項が描かれているものもあります。（左図は分解禁止） 

絵 

表 

示 

の 

例  ●記号は、行為を強制したり、指示したりする内容を告げるものです。 図の中に具体的な注意事項が描かれているものもあります。（左図はアースする） 

 

●製品仕様への注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 注 意 

 決められた製品仕様以外で使用しない。 
＊事故や部品破損などの原因になります。 

使用者は、使用前に取扱説明書をよく読む。

＊使い方を誤ると事故やケガなどの原因に

なります。 

●搬入・移動上の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 注 意 

 搬入・移動に際しては、重心・重量を考慮して作業する。 
＊落下・破損などによりケガの原因になります。 

 自動車などへの積み込み、積み降ろしを人手により行うときは、２人以上で作業する。 
＊落下などにより、ケガや事故の恐れがあり

ます。 

 開梱後、本機を自動車などで運搬するとき

は、ロープなどを使用し、確実に固定する。 
＊思わぬ事故を引き起こすことがあります。

●組立ての際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 警 告 

 付属品は、指定のボルト・ナットを使用し、しっかりと締付けて固定する。 
＊締付けがゆるいと使用中に外れる恐れがあり、事故の原因になります。 
 ただし、締め過ぎると部品が変形することがありますので、ご注意ください。 
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●試運転・運転の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 警 告 

 灯油・ガソリン・シンナー・べンジン・塗料などや、その他引火性のもの、爆発の恐れの

あるものの近くで使用しない。 
＊爆発したり、火災の原因になります。 


アルミニウム・マグネシウム・チタン・化学

物質などの爆発性粉じん、ガス・蒸気などの

近くや雰囲気中で使用しない。 
＊爆発したり、火災の原因になります。 

 適度に休憩をする。 
＊長時間連続しての清掃作業は体に負担がかかります。健康のため適度に休憩し、水分を補給してく

ださい。 
 

 注 意 

 動かなくなったり、異常がある場合は、すぐに使用を中止する。 ＊事故の恐れがあります。 

必ず当社に点検・修理をご依頼ください。 

 
下記のものは清掃しない。 
①ガソリン・シンナー・灯油・塗料など、爆発性・引火性のもの。 
②アルミニウム・マグネシウム・亜鉛などの発火性粉じん。 
③コピートナーなどの可燃性粉じん。 
④火のついたたばこの吸い殻や、灰・炭などの高温のもの。 
⑤グラインダーなどから発生する火花を含む粉じん。 
⑥セメント粉・塗料粉・薬品など固形化するものや、粘着性のもの。 
⑦ダイオキシン類などの有害物質やアスベスト（石綿）類を含んだ粉じんなど、人体に有害なものや酸

性のもの。 
＊爆発、火災、故障の原因になります。また、環境汚染・健康障害につながる危険性があります。 

 防じんメガネ、防じんマスクを着用して清掃作業をする。 

＊健康を害する恐れがあります。 


傾斜のある場所では、本機から手を離さない。

＊本機が勝手に動くなどして事故やケガの

恐れがあります。 

 
水たまりや濡れた床面・路面で使用しない。 
＊水気があると清掃できません。ブラシで水

を弾いて周囲を汚すことがあります。 


風の強い日の屋外や、著しくホコリを巻き上

げるような場所で使用しない。 

＊ホコリが飛散し、周囲の人に迷惑になります。 

●保守・点検の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 注 意 


お手入れの際は、必ず水平で作業のしやすい

場所で実施する。 
＊ケガをすることがあります。 

 修理技術者以外の人は、分解したり、修理や
改造を絶対にしない。 
＊異常動作・動作不良により、ケガや事故の

恐れがあります。  保守点検の際は、必ず保護手袋を着用する。

＊ケガをする恐れがあります。 

●保管の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 注 意 

 本機をきれいに掃除して保管する。 
＊外装およびダストＢＯＸ内を洗浄し、水気

をよく拭取ってください。 
汚れたまま放置していると、サビや悪臭が

発生し、故障や事故の原因になります。 

 屋内の平らな場所に保管する。 
＊傾斜のある場所では、本機が勝手に動くな

どして事故やケガの恐れがあります。 
 

 屋内の雨水のかからない場所で保管する。 
＊雨水のかかる場所に放置すると、サビが発

生し、故障や事故の原因になります。 


火気の近くで保管しない。 

＊熱のため本機が変形したり、火災の原因に

なる恐れがあります。 
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２ 仕様 
 

愛 称 ウォーキングＹｕｓｏ 

品 番 ＳＴ‐６５１ 

操 作 方 法 歩行手押し式 

清 掃 幅 ６５０ｍｍ 

清 掃 能 力 ２，２７５ ｍ２／ｈ （歩行速度３.５ｋｍ/ｈのとき） 

ダストＢＯＸ実効容量 ７Ｌ 

本 体 寸 法 幅 ７８０ × 奥行き １２７０ × 高さ ９６０ ｍｍ 

質量（本体乾燥重量） ２１ ｋｇ 

 
 
 

３ 各部の名称と付属品 

 

各部の名称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スタンド 

クイックアップペダル 

手押し受けシャフト 

ギャザアップブラシ

手押しパイプ

キャスターカバー 

後キャスター（右側） 

ノブボルト 

ギャザアップブラシ受け

クイックアップペダル 

取っ手

ダストＢＯＸ 

フレーム 

前キャスター

後キャスター（左側） 

メインブラシ幅ガイド 

握り玉

メインブラシ幅ガイド 

手押し受けシャフト 

メインブラシ高さ調整ノブ 
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付属品 組立て前にご確認くだ
① ギャザアップブラシ………１個 
② ギャザアップブラシ受け…１個 
③ キャスターカバー…………１個 
④ Ｖベルト Ｍ－６６………１本 
⑤ φ６平ワッシャー…………３個 
⑥ Ｍ６ Ｕナット……………３個 
⑦ Ｍ５×１２トラス…………２個 
⑧ φ５平ワッシャー…………１個 
⑨ スパナ（８‐１０）   …………１個 
⑩ 六角レンチ（４mm） ………１個 
 
 
 
 
 
 
 

４ ご使用方法 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。 
 

1. ギャザアップブラシの取付け 
(１) ギャザアップブラシを組立てる
●ギャザアップブラシをギャザアップブラシ受け

取付けます。 
●付属品のスパナをご利用ください。 

① Ｖベルトを、ギャザアップブラシ受けのプー

リーに掛けておいてください。 

※Ｖベルトは、後で、後キャスターのプーリー

にも掛けます。ギャザアップブラシと後キ

スターを連動させる部品です。 

② ギャザアップブラシ受けのＭ６ネジにギャザ

アップブラシを差込みます。 

③ 付属品の平ワッシャーを通し、Ｕナットで締

付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
に 

ャ

 

 

ギャザアップブラシ

平ワッシャー

Ｕナット

ギャザアップブラシ受け

Ｍ６ネジ 

プーリー 

Ｖベルト 

ガイドローラー

さい。 

① 

③

④

② 

⑨ 

⑤ ⑦⑥ ⑧

⑩



－  － ５

(２) ギャザアップブラシを取付ける 
① 本体側面のＡネジとＢネジをゆるめます。※付属の六角レンチを使用してゆるめてください。 
② ギャザアップブラシ金具をＡ・Ｂのネジに引っ掛けてから、ギャザアップブラシを立て（下図参照）、 

ＡネジとＢネジを締付けます。※ネジの締付けには、付属の六角レンチをご使用ください。 
③ （１）でギャザアップブラシ受けに引っ掛けたＶベルトを、後キャスターのプーリーにも掛けてください。 

ギャザアップブラシを少し立てるとＶベルトがたるむので、プーリーに掛けやすくなります。 
Ｖベルトは、下図のように、ガイドローラーの溝を通って、後キャスターのプーリー下側を回るように

してください。 
④ 後キャスターを進行方向に回し、ギャザアップブラシの回転方向を確認してください。 

逆回転しているようなら、Ｖベルトの掛け方が逆ですので、直してください。 
⑤ Ｖベルトの張りを調節（次項目参照）してから、キャスターカバーをＭ５トラスネジ２本で取付けます。 
 

 

注記 
①Ｖベルトがねじれないように注意してください。 
②Ｖベルトの掛け方が逆だと、ギャザアップブラシが逆回転して、ゴミを集められません。 
③ギャザアップブラシを立てた状態で無理な力がかかると、折れることがあります。 

ギャザアップブラシ

ギャザアップブラシ受け

後キャスター 

プーリー 

プーリー 

Ｍ５トラスネジ 

キャスターカバー 
ガイドローラー 

Ｂネジ 
ギャザアップブラシ金具 

Ａネジ 

ブラシ 
回転方向

Ｖベルト 

 
 

(３) Ｖベルトの張りを調整する 
① Ｖベルトを指で軽く押さえてみて、

１５mm～２０mm へこむ程度であれば、

張り具合は適正です。 
１５mm 未満ではＶベルトの張りすぎ、

２０mm以上であればたるみすぎです 
ので、次の手順で調整してください。 

 
 
 
 
 
 
 

キャスターカバー 

１５mm～２０mmへこむ程度 

Ｍ５トラスネジ 

Ｍ５トラスネジ

Ｖベルト 

φ５平ワッシャー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



－  － ６

② ギャザアップブラシ金具のＡネジとＢネジをゆるめます。 
※付属の六角レンチを使用してゆるめてください。 

③ Ｖベルトを指で軽く押して、１５mm～２０mmへこむ程度にギャザアップブラシ金具をスライドさせ、 
②で緩めたＡネジとＢネジを締付けます。※ネジの締付けには、付属の六角レンチをご使用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 手押しパイプ 
(１) 清掃時 
手押しパイプを「カチッ」と音がするまで引き上げます
 

(２) 収納時 
手押し受けシャフトを足で踏み下ろし、手押しパイプ

前方へ倒す。 

 注 意 

スライドしてベルトの張りを調整

Ｂネジ 

ギャザアップブラシ金具 

Ａネジ

引き上げる

手押しパイプ

手押し受けシャフト  手押しパイプは、手を添えてゆっくり倒す。※勢いよく倒すと、手や足をはさんでケガを

したり、部品破損の恐れがあります。 
 
 

3. 清掃作業 
①故障の原因になりますので、下記のようなことは避けてください。 

 本機を塀や壁に当てないでください。 
 本機の上に重量物をのせないでください。 

 雨や水がかかる場所で使用しないでください。 
 水たまりや濡れた路面で使用しないでください。 

注記 

②糸くずや紐状のものは、本機で清掃する前に取除いてください。 
 ＊ブラシに絡み付くと、故障の原因になります。 

 

歩行手押し式です。 
① 手押しパイプを引き上げます。（前項参照） 
② メインブラシを清掃位置にして、路面に３～５ｍｍ接地する位置に調節します。（次項参照） 
③ ギャザアップブラシを跳ね上げている場合は、解除します。（８ページ参照） 
④ 手押しパイプを押して歩けば、ギャザアップブラシでゴミをかき集めながら、メインブラシでゴミを 

収集します。 
 

。 

を
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4. メインブラシの調整 
(１) メインブラシの高さ調整 
① クイックアップペダルをＡの位置にすると、メイ

ンブラシが路面に接地します。 

② メインブラシは路面に３～５mm 接地させると

効率よく清掃できます。 

③ メインブラシが磨耗し、路面に接地しなくなると

ゴミの掃き込みが悪くなります。 

④ ゴミの掃き残しが目立つようになったら、ノブを

回してメインブラシの高さ調整をしてください。 
ノブを右に回すとメインブラシが下がります。 

⑤ 高さ調整をしても、ゴミの掃き残しが目立つよう

になったら、メインブラシを交換してください。 
が、本体貼付ステッカーの調節範囲を越える

とメインブラシのお取替え時期です。 
（１０ページ参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２) メインブラシのクイックアップ 
清掃せずに移動するときは、メインブラシを路面から浮かせることをおすすめします。 
メインブラシの不必要な摩耗を防げます。また、保管時にはブラシの変形も防げます。 
クイックアップペダルを踏むと、メインブラシが上がります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノブを回すと、メインブラシ

の高さが調整できます。

ステッカーペダル
シール

クイックアップペダル

ノブ 

ブラシＤＯＷＮ（清掃時）Ａ

ブラシＵＰ（移動時） Ｂ

ペダル 

ノブ 

ブラシ DOWN（清掃時） 
ブラシ UP（移動・保管時）

クイックアップ

   ペダル メインブラシ 進行方向
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5. ギャザアップブラシの調整
(１) ギャザアップブラシの高さ調整 
① ギャザアップブラシが磨耗して路面に接地しなく

なると、掃き込みが悪くなります。 
② ゴミの掃き残しが目立ってきたら、ギャザアップ

ブラシの高さを調整してください。 
③ ノブボルトを、ゆるむ方向に回してギャザアップ

ブラシの先端が路面に接地するように調整してく

ださい。 
④ 高さ調整をしても掃き込み状態が良くならないと

きは、ブラシを交換してください。 
（４～５ページ参照） 

 

(２) ギャザアップブラシの跳ね上げと解除
清掃せずに移動するときは、ギャザアップブラシを路面

から浮かせることをおすすめします。 
ギャザアップブラシの不必要な摩耗を防げます。 
また、保管時にはブラシの変形も防げます。 

① 握り玉を少し引きながら、ギャザアップブラシを

持上げ、跳ね上げ棒を跳ね上げ穴に差込みます。

確実に跳ね上げ穴に差込んで、不用意にブラシが

落ちないように固定してください。 

② 握り玉を引っ張ると跳ね上げが解除されて、ギャ

ザアップブラシが降ります。 
 
 
 
 

6. ダストＢＯＸにたまったゴミを捨てる 
① 集めたゴミは、ダストＢＯＸにたまります。 

② ダストＢＯＸの取っ手を握って、静かに持ち上げると、本体からダストＢＯＸが外れます。 
ゴミをこぼさないように、持ち上げる向きにご注意ください。 

③ ゴミを捨てるときは、ダストＢＯＸの取っ手と持ち穴を持ち、捨ててください。 

注記
ダストＢＯＸにたまったゴミは、適宜処

理をしてください。 
＊ゴミをため過ぎると、清掃能力の低下

や異臭の原因になります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取っ手

ダストＢＯＸ
持ち穴

取っ手

ゴミを捨てる

 

ノブボルト 

ゆるむ

ギャザアップブラシ 

ギャザアップブラシ 

跳ね上げ穴

跳ね上げ棒

握り玉
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7. 収納 
 注 意 

 手押しパイプは、ゆっくり倒す。 
※勢いよく倒すと、手や足をはさんでケガをしたり、部品破損の恐れがあります。 

 

(１) 手押しパイプをたたんで収納 (２) 本体を立てて収納 
手押し受けシャフトを足で踏み下ろし、手押しパイ 
プを前方へ倒すと、下図のように手押しパイプを折 
りたためます。 

手押しパイプを折りたたむと、本体を垂直に立てるこ

とができます。 
※本体を立てる前に必ずタンク内のゴミを捨ててくだ

さい。 
 

注記
本体を立てる前に、タンク内のゴミを必ず

捨ててください。 

前方へ倒す 手押しパイプ 

手押し受けシャフト 

手押しパイプを

折りたたむ 

タンク

 
 
 

8. お手入れと保管 
① 外装の汚れは、水気を絞った布で拭取ってください。汚れがひどい場合は、薄めた中性洗剤を染み込ませ

た布で拭取ってください。定期的にワックスをかけてください。 

② 屋内の雨水のかからない場所で保管してください。 

③ 火気の近くで保管しないでください。 

④ 長期間使用しないときは、本機をきれいに清掃し、ホコリなどがかからないようにカバーをかぶせてくだ

さい。 
 

注記 
本機を掃除するときは、サイドブラシや、その他の車軸は洗浄機の水を当てないでください。 
＊ベアリングを傷め、故障の原因になります。 
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５ 消耗品の交換 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。 
 

1. メインブラシ 
ノブを回して高さ調整をしてもゴミの掃き残しが

目立ちはじめたら、メインブラシを交換してくだ

さい。 
シールが「ブラシお取替え時期」までくれば、

交換の目安です。 

① ダストＢＯＸを本機から取外し、手押しパイ

プを折りたたんで、本機を立ててください。 

② メインブラシを固定しているＭ５ネジと

Ｕナット各２本を外してください。 

③ 磨耗したメインブラシを外してください。 
メインブラシは、切込み方向にしか抜けま

せん。ご注意ください。 

④ 新しいメインブラシを装着します。 

1) 本体左右のＴ型シャフトの向きを平行
に揃えます。 

2) Ｔ型シャフトとメインブラシの切込み
を合わせて、Ｔ型シャフトが切込みの

奥に当たるまでメインブラシを差込み

ます。 
3) ②で外したＭ５ネジ（左右各１本）を、
メインブラシのネジ穴とＴ型シャフト

のネジ穴に通し、Ｕナットでしっかり

締込み固定します。 

⑤ メインブラシが３～５ｍｍ接地するように、

高さを調整してください。（７ページ参照） 
 
(１) ギャザアップブラシの交換 
高さ調整をしても掃き込み状態が良くならないときは、ブラシを交換してください。 
交換方法は、４～５ページ「ギャザアップブラシの取付け」の項をご参照ください。 
 
 

2. Ｖベルト  Ｍ－６６ 
５～６ページ「ギャザアップブラシを取付ける」「Ｖベルトの張りを調整する」の項を参照してください。 
① キャスターカバーを取外してください。 
② ダストＢＯＸを本機より取外してください。 
③ 後キャスターとギャザアップブラシ受けのプーリーに掛かっているＶベルトを外してください。 

Ｖベルトは、ギャザアップブラシを少し跳ね上げると外しやすくなります。 
④ 新しいＶベルトを、ねじれないように注意して、ギャザアップブラシ受けのプーリーに掛け、ガイドロ

ーラーの溝に通して、後キャスターのプーリー下側を回るように掛けてください。（５ページ参照） 
⑤ ギャザアップブラシの回転方向を確認し、逆回転しているようなら、Ｖベルトを掛けなおしてください。 
⑥ Ｖベルトの張りを調整してください。 
⑦ キャスターカバーを取付け、ダストＢＯＸを装着します。 

≪間違い例≫ 
Ｔ型シャフトのネジ

穴に通っていない。 

ネジ穴 
Ｍ５ネジは、Ｔ型シャフト

のネジ穴に必ず通す。

切込み

Ｕナット

ネジ穴

メインブラシ

Ｔ型シャフト

Ｍ５ネジ

 

 

Ｔ型シャフト 
（平行に揃える） 

Ｍ５ネジメインブラシ
Ｕナット

切込み 
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3. 防じんゴムシート 
●防じんゴムシートは、清掃作業中に本機の側面や、後ろから粉じんが漏れ出すのを防止します。 

●防じんゴムシートが磨耗してくると、清掃中に粉じんが漏れ出し、そのまま使用を続けると健康を害する 
恐れがありますので、ゴムシートを交換してください。 

 品    名 必要数

側面  防じんゴムシート（左右） ２枚 
後面  防じんゴムシート（後） １枚 

※防じんゴムシートは、すべてステー付きです。 
 

防じんゴムシート（左右） 
●それぞれネジ２本止めです。 
① Ａネジを外します。（外側） 
② Ｂネジを外します。（内側） 

ナットも外れますので、なくさないように 
ご注意ください。 

防じんゴムシート（後） 
●ネジ４本止めです。 
 
 
 

4. 集じんガイドゴムシート 
●集じんガイドゴムシートは、メインブラシで掃いた 
ゴミをタンクへ確実に集じんするための部品です。 

●集じんガイドゴムシートが磨耗してくると、正常に 
清掃できない恐れがありますので、ゴムシートを交 
換してください。 

品    名 必要数

集じんガイドゴムシート（ステー付き） １枚 

集じんガイドゴムシート交換方法 
① キャップを取ります。 

マイナスドライバーなどでこじるか、フレームの 
隙間から押して外してください。 
※ギャザアップブラシ側のフレームには、キャップ 
はありません。 

② キャップを外すとネジが見えます。ドライバーで 
ネジを外すと、集じんガイドゴムシートが、ステ 
ーごと外れます。 

③ ネジ５本を外して、ステーから集じんガイドゴム 
シートを取外します。 

④ 新しいゴムシートをステーに取付けます。 
右図を参考に、ステーとゴムシートの向きを合わ 
せてください。ネジとナットは、ステーの曲がり 
がある面をナットにして取付けてください。 

⑤ 本体へ取付ける際は、ステーのナット取付け側が 
路面側になるように取付けてください。 

 
 

集じんガイドゴムシート ネジ

キャップ

ナット 

防じんゴムシート（後）

Ａネジ（左右1本ずつ） 

Ｂネジとナット（左右 1 本ずつ） 

防じんゴムシート（左右）

防じんゴムシート

（左右）
ネジ（4 本） 

Ｍ４フランジナット 
集じんガイドゴムシート

ネジ ステーの曲がり 

ステー 

ネジ
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5. 後キャスター 
(１) 後キャスター（左側） 
① マイナスドライバーで後キャスターキャップを外してください。 
② Ｅワッシャーを外します。※紛失しないようにご注意ください。 
③ 車軸から平ワッシャーを抜きます。※紛失しないようにご注意ください。 
④ 車軸から後キャスターを抜きます。 
⑤ 新しい後キャスターを車軸に差込み、平ワッシャーとＥワッシャーで抜け止めをしてください。 
⑥ ①で外した後キャスターキャップをキャスターにはめ込んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２) 後キャスター（右側） 
① キャスターカバーをドライバーで外します。（Ｍ５トラスネジ２本） 
② プーリー受けを外してください。（Ｍ４ネジ３本） 

このとき、プーリーに掛けていたＶベルトも同時に外れます。 
③ Ｅワッシャーを外します。    ※紛失しないようにご注意ください。 
④ 車軸から平ワッシャーを抜きます。※紛失しないようにご注意ください。 
⑤ 車軸から後キャスターを抜きます。 
⑥ 新しい後キャスターを車軸に差込み、平ワッシャーとＥワッシャーで抜け止めをしてください。 
⑦ ②で外したプーリー受けをキャスターにネジ止めしてください。 
⑧ Ｖベルトを後キャスターのプーリーに掛けて、Ｖベルトの張りを調整してください。（５～６ページ参照） 

⑨ ①で外したキャスターカバーを取付けてください。 
Ｍ５トラスネジ２本のうち１本には、φ５平ワッシャーも取付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車軸

Ｅワッシャー

平ワッシャー

プーリー受け

Ｍ４ネジ 

Ｖベルト 

キャスターカバー 

Ｍ５トラスネジ 

Ｍ５トラスネジ 
φ５平ワッシャー 

車軸 
Ｅワッシャー 

後キャスター

  キャップ

平ワッシャー 

後キャスター 

マイナスドライバー 

後キャスターキャップ

切り欠き 
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6. 前キャスター 
●専用工具および薄型スパナ（１９番）は、別売「前キャスター」

に同梱されています。 

① ダストＢＯＸを取外してください。 
② 専用工具でナットＡを固定し、スパナでナットＢを

緩めてください。 
③ 前キャスターをフレームから取外します。 

このとき、ワッシャー類も外れますので、なくさな

いようご注意ください。 
④ 新しい前キャスターに、③で外したφ１２平ワッシャ

ー１個をセットしてフレームに差込みます。 
⑤ フレームにもワッシャー類をセットします。 

②同様、ナットＡを固定して、スパナでナットＢを

しっかりと締付けてください。 
 
 
 

６ 安全のための点検のお願い 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。 
 
安全にご使用いただくために、下記項目の点検をしてください。 
点検で不具合が見つかったときは、すみやかに処置を施してください。 

点 検 項 目 処    置 
各部のボルト、ナットはゆるんでいませんか？ ゆるんでいるときは、増し締めしてください。 

メインブラシは、正常にゴミを掃きあげていますか？ 
①メインブラシの高さを調整してください。（７ページ参照） 
②調整しても正常に掃きあげないときは、ブラシの寿命で

す。新しいブラシに交換してください。 （１０ページ参照） 

メインブラシのクイックアップがスムーズにできます

か？ 本体が変形していないかご確認ください。 

ギャザアップブラシは、正常にゴミを掃いていますか？

①ギャザアップブラシの高さを調整してください。 
（８ページ参照）

②Ｖベルトの張りを調整してください。    （５ページ参照）
③調整しても正常に掃きあげないときは、ブラシの寿命で

す。新しいブラシに交換してください。（４～５ページ参照）

ギャザアップブラシが跳ね上がりますか？ 握り玉のバネが伸びているときは、販売店または弊社に交

換をご依頼ください。 

ダストＢＯＸは、スムーズに着脱できますか？ 変形してスムーズに着脱できないときは、新品に交換して

ください。 

ダストＢＯＸ内にゴミをためすぎていませんか？ ゴミを捨ててください。 

ダストＢＯＸに亀裂や割れはありませんか？ 亀裂や割れがあれば、ダストＢＯＸを交換してください。

手押しパイプは、折りたためますか？ 本体が変形していないかご確認ください。 

キャスターが磨耗したり変形していませんか？ 変形したり極端に磨耗していれば、交換してください。 

防じんゴムシートは、破れたり磨耗していませんか？ 防じんゴムシートを交換してください。 

集じんガイドゴムシートは、破れたり磨耗していません

か？ 集じんガイドゴムシートを交換してください。 

 

フレーム

φ１２スプリングワッシャー

ナットＢ 

前キャスター

専用工具

ナットＡ

φ１２平ワッシャー

φ１２平ワッシャー 

スパナ 
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７ こんなときは（故障かな？と思ったら） 
 
異常が発生したときは、下記の点検をしてください。 
 

症 状  調べるところ  直し方  

メインブラシは清掃面に適正

に接地していますか？ 

①クイックアップペダルを清掃位置にしてください。 
（７ページ参照）

②メインブラシの高さを調整してください。 
（７ページ参照）

③調整をしても改善しないときは、ブラシの寿命

です。新しいブラシに交換してください。 
（１０ページ参照）

メインブラシの掃きあげ

が悪い 

集じんガイドゴムシートが磨

耗していませんか？ 
集じんガイドゴムシートを交換してください。 

（１１ページ参照）

バネが働いていますか？ バネを交換してください。 
メインブラシのクイック

アップが出来ない シャフトボスネジがゆるんで

いませんか？ 

シャフトボスネジを締めるか、または、販売店も

しくは弊社にご相談ください。 
（１０ページ参照）

キャザアップブラシは清掃面

に適正に接地していますか？

①跳ね上げを解除してください。 
（８ページ参照）

②ギャザアップブラシの高さを調整してください。

（８ページ参照）

③調整をしても改善しないときは、ブラシの寿命

です。新しいブラシに交換してください。 
（４～５ページ参照）

ギャザアップブラシの 
掃き込みが悪い 

Ｖベルトは伸びていませんか？

①Ｖベルトの張りを調整してください。 
（５～６ページ参照）

②調整をしても改善しないときは、Ｖベルトの寿

命です。新しいＶベルトに交換してください。

（５～６,１０ページ参照）
Ｖベルトが切れていません

か？ 
新しいＶベルトに交換してください。 

（５～６,１０ページ参照）ギャザアップブラシが 
回転しない Ｖベルトがねじれたり、ひっ

かかっていませんか？ 
ねじれを直し、正しく装着してください。 

（５～６,１０ページ参照）
ギャザアップブラシの 
跳ね上げが出来ない 

握り玉のバネが働いています

か？ 
バネが伸びている場合は、販売店または弊社に交

換をご依頼ください。 
防じんゴムシートから 
ゴミが漏れる 

防じんゴムシートが破れた

り、磨耗していませんか？ 
防じんゴムシートを交換してください。 

（１１ページ参照）

集じんガイドゴムシートが破

れたり、摩耗して短くなって

いませんか？ 

集じんガイドゴムシートを交換してください。 
（１１ページ参照）

ゴミが飛び散る 
集じんガイドゴム取付けネジ

がゆるんでいませんか？ 
取付けネジを締め直してください。 

（１１ページ参照）

後キャスターの歯車が欠けて

いませんか？ 後キャスターを交換してください。 

スムーズに動かない 集じんガイドゴムシートが、

メインブラシと接触していま

せんか？ 

集じんガイドゴムシートを正常な位置に取付け

てください。（１１ページ参照） 

手押しパイプが 
折りたためない 本体が変形していませんか？ 販売店または弊社にご相談ください。 

上記の処置を行っても症状が改善しない場合は、販売店にご相談ください。 
 



－  － １５

８ アフターサービスと保証について 
 

 注 意 

 
当社製品の補修・修理には、当社純正部品を使用する。 

＊当社純正部品以外を補修部品として使用すると、特性が合わず、故障や事故の原因になります。 

＊当社純正部品以外を使用した場合のクレームおよび修理のご依頼などは、お受けできないばかりで

なく、すべての保証の対象から外れる場合があります。 

＊他メーカー製品に当社部品を使用した場合も同様とします。 

●修理について 
補修用パーツの発注および修理などのお問い合わせは、品番、製造番号、ご購入日をご確認のうえ、お買い上げ

の販売店、または最寄りの当社支店・営業所にお申し付けください。なお、スイデン製品は、家電製品に準じた

保有期間を独自設定しています。標準部品としての補修用パーツの保有期間は、製造打ち切り後６年です。 

●保証について 

この製品の保証期間は納入日より１年間とし、次の場合に限り無償修理の対象となります。 

安全に関するご注意 

 

 

 

 

 

 

  
●本製品を、食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途については、確認のうえ使用してください。

 品質低下などの原因になることがあります。 

●本体には、据え付けおよび電気工事などが必要な場合があります。 お買い上げ販売店または専門業者に

ご相談ください。工事に不備があると、感電や火災・事故の原因になることがあります。 
 

 ★長年ご使用のスイーパーの点検を！    
 
このような

症状はあり

ませんか？ 

●運転中に異常な音や振動がある。 

●本体が変形していたり、異常に熱い。

●焦げ臭い“におい”がする。 

●その他の異常がある。 

▲
 

お願い 
異常があれば

ご使用を

即、中止!!

このような症状のときは、故障

や事故防止のため、必ず販売

店に点検・修理をご相談くださ

い。 

 

 

 

 

 
アフターサービスのお申し込みについて 
アフターサービス・修理のお申し込みは、お買い上げの販売店または、お客様相談室へお申し込みください。 

 
●お買い上げ販売店のメモ欄 

 店 名  お買い上げ年月日 

     年     月     日

ＴＥＬ  所在地  

ＦＡＸ 
 

≪製品の廃棄について≫ 本機を廃棄するときは、分解し、分別処理して廃棄物処理場に出してください。 

スイデン商品についてのお問い合わせは、お買い上げの販売店または、お客様相談室へどうぞ！  

お客様相談室 フリーダイヤル ０１２０-２８５-２４０ 
     ＦＡＸでのお問い合わせは （０７４５）３３-３６１８ 
         Ｅメールでのお問い合わせは  ｉｎｆｏ＠ｓｕｉｄｅｎ.ｃｏｍ 

奈良県生駒郡三郷町夕陽ケ丘３-２６  ホームページ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｓｕｉｄｅｎ.ｃｏｍ    

     

取扱説明書に沿った保守点検を実施したにもかかわらず、保証期間内に当社の設計・組立の不備によ

り、故障または破損が発生した場合。 

ただし、故障または破損に起因する種々の出費およびその他の損害に関する保証はいたしかねます。

また、無償修理時、故障原因に関係なく消耗し、交換が必要だと判断した部品については、有償とさ

せていただきます。 

無

償

保

証
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